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明けましておめでとうございます。昨年は、全国

の仲間のご協力のもと、沖縄での「はたらくものの

音楽祭」を無事開催することが出来ました。本当に

ありがとうございました。 

総選挙で与野党伯仲になりましたが、政府は新基

地建設をこれまでと変わることなく強行していま

す。みんなで、また、やーちゅー（お仕置き）しま

しょう。本年もよろしくお願いします。 

さて、第 16 回笑顔笑顔のクリスマスコンサート

を 12 月 15 日（日）にパレットくもじ前クリスマ

ス広場で開催しました。 

毎回、沖音協が事務局を担い出演バンドを募集、

参加する９団体･個人で実行委員会を結成しました。

今回は、那覇市社会福祉協議会が主催者に加わると

ともに、那覇市の後援と那覇市職労等が協賛団体と

なり開催。チャリティーコンサートとして歳末助け

合いカンパの呼びかけを、各バンドの入れ替えの時

間を利用して、沖縄尚学高校の皆さんや、司会から

募金の呼びかけをお願いしました。多くの皆様の協

力のもと、今回も成功することができました。ご協

力いただけた皆様に感謝申し上げます。にふぇーで

ーびたん。継続は力です。連携する団体が増え、ラ

イングループで情報共有を行いながら実施しまし

た。この音楽ネットワークがあったので、はたらく

ものの音楽祭も成功しました。今後、平和、福祉、

地域のネットワークをつなげ、さらに運動が広がる

ようにしていけたらと思います。 

（沖縄県支部長・平良昌史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（会場風景） 

（なおマリアさんは、職場の仲間と出演） 

（トップバッターは、沖音協） 

（歳末助け合いカンパを高校生が呼びかけ） 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 672 号（2） 

日
音
協
は
12
月
７
日
、
東
京
都
豊
島
区

で
第
61
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

代
議
員
、
傍
聴
者
、
役
員
な
ど
対
面
と
オ

ン
ラ
イ
ン
と
あ
わ
せ
て
23
人
が
出
席
し

ま
し
た
。 

東
京
都
支
部
の
白
石
信
吾
さ
ん
を
議
長

に
選
出
し
た
後
、
松
本
会
長
は
、「
第
55
回

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
を
、
沖
縄
県
支

部
の
仲
間
た
ち
、
沖
縄
県
内
の
労
働
組
合

や
友
人
た
ち
、
そ
し
て
全
国
の
会
員
の
協

力
で
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
計

の
面
で
は
単
年
度
赤
字
で
、
来
年
長
野
で

開
催
す
る
第
56
回
音
楽
祭
、
そ
し
て
そ
の

後
へ
と
持
続
可
能
な
音
楽
祭
と
し
て
い
く

た
め
の
工
夫
は
引
き
続
き
相
談
し
て
い
き

た
い
。
つ
く
り
、
う
た
い
、
ひ
ろ
め
、
つ

な
ぎ
あ
う
４
つ
の
活
動
の
柱
と
し
て
、
日

音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
４
の
推
薦
曲
を
紹
介

し
た
、
う
た
い
広
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。 

 
 

 

【
東
京
】 

昨
年
総
会
か
ら
12
月
４
日
ま

で
１
１
４
回
の
会
議
や
行
動
が
あ
っ
た
。

毎
月
決
ま
っ
た
行
動
と
し
て
防
衛
省
前
、

東
電
前
、
官
邸
前
、
19
日
行
動
が
あ
り
う

た
う
時
間
が
あ
る
。
11
月
30
日
の
都
支
部

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
71
人
来
て
く
れ
た
。
メ

ー
デ
ー
合
唱
団
で
11
月
16
日
に
総
会
を

開
き
、
代
々
木
公
園
に
メ
ー
デ
ー
の
大
き

な
ス
テ
ー
ジ
が
つ
く
れ
な
い
と
し
て
合
唱

が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
総
括
。
テ
ン
ト
前

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
後
と
も
。 

【
千
葉
】 

支
部
コ
ン
サ
ー
ト
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
な
の
は
な
ユ
ニ
オ
ン
キ
ャ
ラ

バ
ン
、
ｉ
女
性
会
議
反
戦
マ
ラ
ソ
ン
ト
ー

ク
、
船
橋
駅
北
口
な
ど
で
う
た
っ
て
き
た
。 

【
茨
城
】 

月
１
回
練
習
。
春
闘
集
会
、

メ
ー
デ
ー
、
憲
法
集
会
、
水
戸
の
地
域
の

お
祭
で
う
た
い
演
奏
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ

集
会
で
は
演
奏
な
し
。
12
月
21
日
に
合
宿

を
予
定
。 

【
秋
田
】 

９
労
組
の
協
力
・
参
加
で
幹

事
会
を
し
て
い
る
。
音
楽
祭 

ｉ
ｎ 

Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ａ
、
食
と
み
ど
り
と
水
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
う
た
っ
て
い
る
。
９
労
組
の
う

ち
１
組
合
が
脱
け
る
。 

【
岩
手
】 

６
月
総
会
、
８
月
31
日
合
宿
。

音
楽
祭 

ｉ
ｎ 

い
わ
て
を
洋
野
町
で
開

催
、
久
慈
で
う
た
ご
え
喫
茶
を
や
っ
て
い

る
。
旗
開
き
で
う
た
が
な
く
な
っ
た
、
労

組
と
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
た
い
。 

【
青
森
】 

月
１
回
の
例
会
、
１
月
県
支

部
コ
ン
サ
ー
ト
、
４
月
反
核
燃
の
日
全
国

集
会
で
３
曲
を
演
奏
。 

金
田
事
務
局
長
か
ら
「
音
楽
祭
会
計
は

繰
越
と
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
が
な
け
れ

ば
赤
字
と
い
う
こ
と
。
音
楽
祭
の
ア
ン
ケ 

ー
ト
は
発
言
を
参
考
に
検
討
す
る
。
第
56

回
音
楽
祭
の
全
国
交
流
会
は
中
央
実
行
委

員
会
で
議
論
を
」
と
答
え
、
諸
報
告
は
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

休
憩
を
は
さ
ん
で
金
田
事
務
局
長
が
活

動
方
針
（
『
音
楽
運
動
』
12
月
１
日
号
参

照
）
と
予
算
を
提
案
。
こ
れ
に
対
し
て
４

人
が
発
言
し
ま
し
た
。 

【
北
海
道
】 

２
０
２
５
年
は
結
成
60
周

年
、
そ
の
意
味
を
込
め
た
運
動
に
。
音
楽

祭
は
10
月
開
催
と
い
う
こ
と
だ
が
、
支
援

い
た
だ
く
労
組
の
会
計
年
度
と
ね
じ
れ
て

し
ま
い
、
困
っ
て
い
る
。
日
音
協
ソ
ン
グ

の
予
算
が
２
年
分
と
い
う
こ
と
だ
が
、
日

音
協
ソ
ン
グ
選
考
は
２
０
２
６
会
計
年
度

に
な
る
の
で
は
。 

【
東
京
】 

機
関
紙
を
印
刷
物
で
送
っ
て

い
る
の
は
何
部
か
。
音
楽
祭
の
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
の
基
準
を
は
っ
き
り
し
た
ほ
う
が

い
い
。
東
京
も
会
員
減
、
新
潟
で
は
若
い

人
が
入
会
し
て
い
る
と
い
う
が
、
各
支
部

の
努
力
を
交
流
し
た
い
。 

【
茨
城
】 

音
楽
現
場
づ
く
り
、
街
頭
で

も
工
夫
し
て
う
た
お
う
と
い
う
が
、
道
路

管
理
者
の
許
可
は
。
ア
ン
プ
を
使
う
と
き
、

電
源
は
ど
う
す
る
の
が
い
い
か
。 

【
長
野
】 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど
を
長

野
県
支
部
で
話
し
合
っ
て
い
る
。
全
国
交

流
会
は
ホ
テ
ル
清
風
園
で
開
催
し
、
宿
泊

朝
食
と
あ
わ
せ
て
ひ
と
り
１
８
０
０
０
円

と
し
た
い
。
全
国
か
ら
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
。 

事
務
局
長
が
、
「
60
周
年
は
幹
事
会
で

議
論
に
な
ら
な
か
っ
た
、
今
後
検
討
し
た

い
。
音
楽
祭
の
日
程
は
長
野
県
内
の
事
情

な
の
で
お
許
し
を
。
日
音
協
ソ
ン
グ
選
考 

（
３
面
に
つ
づ
く
） 

金
田
事
務
局
長
が
経
過
と
会
計
決
算
を

報
告
、
磯
野
監
査
が
会
計
監
査
報
告
、
こ

れ
に
対
し
て
、
12
人
が
発
言
し
ま
し
た
。 

【
福
島
】 

音
楽
祭
単
独
の
単
年
度
収
支

赤
字
と
は
説
明
を
。
福
島
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ラ
イ

フ
ケ
ア
歌
声
サ
ロ
ン
が
毎
月
。
３
月
10

日
、
11
日
に
Ｎ
ｏ 

Ｎ
ｕ
ｋ
ｅ
ｓ 

Ｆ
ｕ

ｋ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ラ
イ
ブ
。
原
発
事
故
か

ら
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
会
総
会
で
う
た

い
演
奏
し
た
。 

【
北
海
道
】 

音
楽
祭
の
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
入
れ
て
１
週
間
か

け
て
回
収
し
て
は
。
沖
縄
音
楽
祭
は
よ
か

っ
た
が
、
全
国
交
流
会
で
ご
飯
が
少
な
か

っ
た
の
が
残
念
。
北
海
道
は
１
月
、
６
月

に
合
宿
。
メ
ー
デ
ー
、
ダ
イ
イ
ン
８
月
集

会
で
う
た
っ
て
い
る
。
７
月
13
日
ブ
ー
ビ

ー
バ
ン
ド
２
０
０
歳
ラ
イ
ブ
。 

【
沖
縄
】 

全
国
の
協
力
で
音
楽
祭
を
成

功
で
き
た
こ
と
に
感
謝
。
県
内
の
音
楽
仲

間
と
つ
な
が
り
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
財
産

に
し
た
い
。 

【
香
川
】 

毎
月
練
習
を
定
例
化
し
て
、

丸
亀
駅
前
座
り
込
み
、
メ
ー
デ
ー
、
反
核

平
和
の
火
リ
レ
ー
、
団
結
旗
開
き
、
選
挙

の
決
起
集
会
で
う
た
っ
て
き
た
。 

【
長
野
】 

来
年
の
音
楽
祭
に
向
け
て
話

し
合
っ
て
い
る
。 

【
新
潟
】 

市
民
向
け
街
頭
演
奏
の
機
会

が
増
え
た
。
新
潟
音
楽
祭
で
つ
な
が
っ
た

仲
間
に
沖
縄
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た

が
、
難
し
か
っ
た
。
長
野
に
向
け
て
は
複

数
の
反
応
が
あ
る
。
自
治
労
音
協
と
し
て

音
楽
祭
で
演
奏
す
る
が
、
前
日
、
当
日
の

練
習
。
長
野
音
楽
祭
に
向
け
て
、
自
治
労

長
野
の
音
楽
仲
間
の
協
力
を
得
た
い
。 

 

日音協ソング 2024推薦曲を SING OUT 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 1 月 1 日              音 楽 運 動              第 672 号（3） 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
は
創
作
講
座
３
月
、
ス

テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
講
座
５
〜
６
月 

12
月
８
日
、
日
音
協
は
幹
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
第
61
回
定
期
総
会
で
宿
題
に

残
さ
れ
た
こ
と
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
と
、
幹
事
会
の
役
割
分
担
を
確
認
。
日

音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
５
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
第
56
回
音
楽
祭
終
了
日
を
締
め
切
り

と
し
、
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
と
し
ま

し
た
。 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５
は
、
創
作

講
座
を
３
月
１
日
、
２
日
に
東
京
都
小
平

市
・
学
園
坂
ス
タ
ジ
オ
で
、
ス
テ
ー
ジ
ス

タ
ッ
フ
講
座
は
５
月
31
日
、
６
月
１
日
に

東
京
都
豊
島
区
内
で
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。 

日
音
協
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
（
若
い

会
員
の
交
流
会
）
は
５
月
ま
た
は
６
月
に

東
京
ま
た
は
近
郊
で
１
泊
２
日
で
開
催
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。   

（
松
本
敏
之
） 

  

 

総
会
の
閉
会
後
、
引
き
続
き
第
56
回
は
た

ら
く
も
の
の
音
楽
祭
中
央
実
行
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

金
田
事
務
局
長
が
中
央
実
行
委
員
会
の

結
成
と
音
楽
祭
企
画
書
（
案
）
、
２
０
２
５

年
10
月
18
日
、
19
日
に
長
野
県
千
曲
市
・

戸
倉
創
造
館
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
を

提
案
。
長
野
県
支
部
か
ら
準
備
状
況
に
つ
い

て
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
全
国
交
流
集
会
に

つ
い
て
は
、
参
加
者
は
全
員
ホ
テ
ル
清
風
園

に
泊
ま
っ
て
（
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
て
）

全
国
交
流
会
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
い
う

長
野
県
支
部
の
強
い
要
請
を
全
体
で
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
千
曲
市
内
の
移
動
に

つ
い
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
基
準
に
つ
い

て
、
日
音
協
ソ
ン
グ
の
応
募
締
切
と
音
楽
祭

の
日
程
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
音
楽
祭
と

60
周
年
の
関
係
に
つ
い
て
、
討
論
し
た
う

え
で
、
さ
ら
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
松
本
敏
之
） 

          

 

12
月
７
日
、
佐
賀
市
メ
ー
ト
プ
ラ

ザ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

「
第
60
回
平
和
と
権
利
を
守
る
佐
賀

県
女
性
集
会
」
に
、
日
音
協
九
州
支
部

と
し
て
、
前
段
の
歌
声
を
行
い
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
佐
賀
県
ア
イ
女
性

会
議
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま
し

た
。 

 

歌
っ
た
曲
は
、「
決
意
」「
私
は
忘
れ

な
い
」「
う
た
お
う
命
の
歌
を
」「
戦
争

に
力
貸
さ
な
い
」
の
４
曲
で
す
。 

ま
た
沖
縄
音
楽
祭
で
歌
っ
た
「
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
被
害
者
」
と
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
グ
ッ
バ
イ
」
も
披
露
し
、
好
評
を

得
ま
し
た
。  

（
山
田
力
） 

 

（
２
面
か
ら
つ
づ
く
） 

は
会
計
年
度
内
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る

と
し
て
の
提
案
。
機
関
紙
の
郵
送
部
数
は

贈
呈
含
め
て
１
４
０
か
ら
１
５
０
部
。
道

路
使
用
許
可
は
現
場
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
一
様
で
は
な
い
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は

支
部
推
薦
を
も
と
に
幹
事
会
で
決
定
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
全
国
交
流
会
も
含
め
て

音
楽
祭
実
行
委
員
会
で
さ
ら
に
議
論
を
」

と
答
弁
、
両
議
案
は
賛
成
多
数
で
提
案
通

り
決
定
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
役
員
せ
ん
こ
う
委
員
の
磯
野
友

一
さ
ん
（
富
山
県
支
部
）
が
、
松
本
会
長

は
じ
め
全
役
員
再
任
を
提
案
。
賛
成
多
数

で
提
案
通
り
選
出
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
松
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
第
61
回
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

【
新
役
員
（
全
員
再
任
）
】 

会 

長 
 

松
本
敏
之
（
茨
城
県
支
部
） 

副
会
長 

 

佐
藤
康
弘
（
青
森
県
支
部
） 

副
会
長 

 

坂
口
美
日
（
東
京
都
支
部
） 

事
務
局
長 

金
田
光
弘
（
茨
城
県
支
部
） 

幹 

事 
 

細
川 

剛
（
香
川
県
支
部
） 

幹 

事 
 

後
藤
雅
裕
（
秋
田
県
支
部
） 

幹 

事 
 

竹
内
崇
史
（
新
潟
県
支
部
） 

幹 

事 
 

塚
本 

昇
（
長
野
県
支
部
） 

幹 

事 
 

根
本
賢
治
（
千
葉
県
支
部
） 

監 

査 
 

磯
野
宏
之
（
北
海
道
支
部
） 

監 

査 
 

山
城
文
雄
（
沖
縄
県
支
部
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
松
本
敏
之
） 

   

日
音
協
茨
城
県
支
部
は
12
月
21
日
、
日

立
市
内
で
第
21
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

「
５
・
３
憲
法
集
会
の
合
唱
で
拍
手
を
も

ら
え
た
ね
」
「
県
中
央
メ
ー
デ
ー
や
Ｊ
Ｃ
Ｏ

集
会
で
う
た
と
演
奏
が
続
け
ら
れ
る
た
め

の
課
題
は
何
だ
ろ
う
」
「
来
年
の
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
合
宿
を
ど
こ
で
開
催
し
よ
う
か
」
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
市
川
信
義
会
長
、
金
田
光
弘
事

務
局
長
（
い
ず
れ
も
再
任
）
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
翌
22
日
に
か
け
て
支
部
合
宿

を
し
ま
し
た
。 

集
合
写
真
を
撮
り
忘
れ
た
の
で
、
演
奏
の

動
画
か
ら
の
写
真
で
す
。
川
上
さ
ん
は
撮
影

中
、
鳴
澤
さ
ん
顔
半
分
で
ご
め
ん
な
さ
い
。       

（
松
本
敏
之
） 
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    合唱団ミール 

11 月 30 日（土）北区滝野川会館小ホール

で、「2024 日音協東京都支部コンサート・届

けたい私の歌」を開催しました。この日は反原

発関連の集会がふたつと、辺野古新基地建設反

対の国会前集会が重なっていて、お客様は少な

いのではないかと危ぶまれましたが、出演者含

め 73 名が来場。初めてコンサートに来てくだ

さった方も 24 名と、うれしい結果となりまし

た。 

 初出演の「メーデー合唱団」を含め８団体が

演奏。日音協会長・副会長ペアの「Piggies」

は過去の日音協ソング応募曲から２曲を紹介。 

さすがの演奏です。女声コーラス「ういみん」

はひとりひとりの声がよく伸びた演奏で、アン

ケートでも好評を得ました。 

ひとり芝居の「Periodista」は会場からお題

をいただく即興芝居。会場の笑いを誘います。 

「Rico＆Tatsu」では Tatsu の歌が上手くな

ってきたようだとか？ 男声コーラス「メイウ

ィンズ」はアカペラでの合唱。演奏中に横断幕

が剥がれ落ちるアクシデントがありましたが

堂々と歌い上げました。「狭石啓子」は高橋円

さんのピアノ伴奏で、久しぶりにライフワーク

ともいえる『七まがり恋唄』を披露。胸に沁み

る演奏でした。「メーデー合唱団」「都支部」は

大人数の迫力ある合唱で、ともに 55 回はたら

くものの音楽祭での曲を再演しました。 

アンケートの回収も 30 枚。「心に残った

曲」の項目には、全団体の曲が入っており、そ

れぞれに力を尽くした感があります。居酒屋に

移動しての打ち上げ兼合評会には出演者・スタ

ッフ以外にも５人のお客様が加わってくださ

り、忌憚（きたん）のない意見が交わされまし

た。これが活力のみなもと。明日からもがんば

るぞー！           （森 理子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都支部 

メイウィンズ 

ういみん 

Rico ＆ Tatsu Piggies メーデー合唱団 

Periodista 狭石啓子 佐藤順さん（司会） 常盤さん（右）と岩野さん【音響/照明】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年 1 月 1 日             音 楽 運 動               第 672 号（5） 

後
日
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
忙

し
い
八
屋
さ
ん
に
連
絡
を
と

り
、
聴
い
て
み
ま
し
た
。 

「
夕
焼
け
」
は
太
陽
が
沈
む

と
き
空
が
真
っ
赤
に
な
る
こ

と
、「
小
焼
け
」
は
夕
焼
け
が
だ

ん
だ
ん
薄
れ
て
い
く
こ
と
、
な

そ
う
で
す
。 

 
 

（
編
集
部
） 

れ
た
の
で
３
台
の
ギ
タ
ー
の
音

が
響
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
の
30
分
で
８
曲
を
歌

い
、
休
憩
後
リ
ク
エ
ス
ト
か
ら
、

９
曲
ほ
ど
を
歌
い
ま
し
た
。 

八
屋
ひ
ろ
子
さ
ん
の
名
司
会

者
が
進
め
る
中
ち
ょ
っ
と
し
た

解
説
が
入
り
ま
す
。
「
夕
焼
け
」

と
「
小
焼
け
」
の
違
い
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
答
え
は
八
屋
さ
ん
に

聞
い
て
く
だ
さ
い
。 

最
後
に
沖
縄
祭
典
で
発
表
し

た
「
ね
が
い
」
や
日
音
協
の
「
大

き
な
橋
」
を
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と

な
っ
て
歌
い
ま
し
た
。
聞
い
て
い

る
方
の
中
に
涙
ぐ
ん
で
い
る
方

も
い
ま
し
た
。 

一
般
の
方
達
に
も
ど
ん
ど
ん

私
た
ち
の
歌
を
広
げ
て
い
き
、
一

緒
に
歌
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
３
か
月
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
歌
声
喫
茶
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
。 

私
た
ち
の
先
輩
の
大
石
純
夫

さ
ん
も
毎
回
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。 

久
慈
に
根
付
く
活
動
に
な
る

よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
佐
藤
幸
子
） 

   

秋
田
県
支
部
定
期
総
会
が
12

月
12
日
、
秋
田
市
セ
ン
タ
ー
ス

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
、
幹
事
労
組
か
ら
12
名

が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
総
会

は
、
事
務
局
長
の
下
総
が
総
会

議
長
に
承
認
さ
れ
、
村
岡
会
長

あ
い
さ
つ
の
後
、
一
年
間
の
活

動
を
報
告
し
、
会
計
、
会
計
監

査
の
報
告
と
合
わ
せ
て
承
認
頂

き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
来
年
度
の
活
動
方

針
案
、
予
算
案
を
提
起
し
、
こ

ち
ら
も
全
体
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
高
齢
化
や
、
な
か

な
か
参
加
者
が
増
え
な
い
活
動

が 

  

２
０
２
３
年
12
月
８
日
（
太

平
洋
戦
争
開
戦
の
日
）
か
ら
始
ま

っ
た
久
慈
の
歌
声
喫
茶
も
、
２
０

２
４
年
１２
月
７
日
に
第
５
回
を

数
え
、
27
名
の
参
加
者
で
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

久
慈
駅
の
近
く
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
（
よ
む
の
す
）
」
１
Ｆ

多
目
的
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

伴
奏
は
新
毛
さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
少
し
ず
つ
ギ
タ
ー
伴
奏
に

も
挑
戦
し
、
先
日
は
、
佐
々
木
か

な
子
さ
ん
、
佐
々
木
和
子
さ
ん
、

そ
し
て
岩
泉
か
ら
三
田
地
昇
二

さ
ん
が
助
っ
人
で
参
加
し
て
く

れ
た
の 

状
況
な
ど
、
課
題
は
有
り
ま
す

が
、
一
つ
ず
つ
協
力
を
頂
き
な

が
ら
前
に
進
も
う
と
意
識
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
総
会
で

し
た
。
村
岡
会
長
と
下
総
事
務

局
長
は
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

Ｈ
Ｐ
に
は
皆
さ
ん
か
ら
送
っ

て
頂
い
た
写
真
や
記
事
を
バ
ン

バ
ン
載
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、

た
く
さ
ん
送
っ
て
下
さ
い
ね
。

後
藤
さ
ん
の
曲
に
付
け
る
歌
詞

も
お
待
ち
し
て
ま
～
す
。 

（
下
総 

大
） 

 

『
秋
田 

お
ん
が
く
広
場
』
で

検
索
す
る
と
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。
写
真
の
ヤ
リ
ト
リ
も
可
能

で
す
の
で
是
非
ご
活
用
を
。 

（
編
集
部
） 

 

夕焼け 
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▼
10
月
27
日
に
投
開
票
の
あ
っ
た
衆

院
選
は
与
党
の
ボ
ロ
負
け
に
終
わ
っ

た
。「
政
治
と
カ
ネ
」
問
題
か
ら
す
れ
ば

も
っ
と
野
党
の
増
加
が
欲
し
か
っ
た
▼

以
前
か
ら
「
高
齢
者
は
投
票
に
行
く
が

若
者
は
行
か
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
高
齢
者
に
有
利
な
政

策
が
優
先
さ
せ
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
シ

ル
バ
ー
民
主
主
義
」
と
呼
ば
れ
高
齢
者

優
遇
の
政
治
に
よ
り
必
要
な
改
革
が
阻

止
さ
れ
る
現
象
と
見
ら
れ
て
い
る
。
日

本
で
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
等
で
財

政
は
悪
化
の
一
途
を
辿
り
、
若
者
の
将

来
不
安
を
助
長
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
▼
今
回
の
選
挙
は
高
い
社
会
保

険
料
に
苦
し
む
現
役
世
代
を
救
う
と
強

調
し
た
論
調
が
現
れ
た
。
若
者
が
注
目

す
る
で
あ
ろ
う
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

「
子
育
て
支
援
」「
経
済
・
景
気
対
策
」

と
並
べ
て
選
挙
に
参
加
さ
せ
た
▼
若
者

は
破
綻
し
て
い
る
社
会
制
度
が
続
く
と

い
つ
か
共
倒
れ
す
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
に
思
っ
て
い
る
。「
最
近
の
若
者
は

冷
た
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
本
当
に
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
将
来
を
担

う
若
者
の
先
行
き
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
に
は
、
雇
用
を
安
定
し
た
も
の
に
充

実
さ
せ
今
後
の
社
会
保
障
制
度
を
明
確

に
示
す
必
要
が
あ
る
▼
安
い
労
働
力
を

追
い
求
め
る
経
営
者
の
意
見
を
優
先
す

る
こ
と
な
く
、
若
者
の
将
来
を
魅
力
あ 

る
も
の
に
す
る
努 

力
、
こ
れ
が
政
治 

の
責
任
で
あ
る
こ 

と
を
政
治
家
は
自 

覚
す
べ
き
だ
と
思 

う
の
だ
が
。 

                                                                                    

 

   

 

     

 

    

   

                          

（186） 

飯島貞親 

▼2024年、ご苦労様でした。そ

して 2025 年、よろしくお願い

いたします。▼沖縄音楽祭から長

野音楽祭へ。現地長野県支部は精

力的に準備を進めています。24

年前の長野音楽祭の時のように、

参加者が一堂に会した全国交流

会を企画しています。会費 5000

円を含めた 18000円の宿代。決

して安くはありませんが、豪華な

ホテルを貸し切ります。ご理解を

お願いします。    （佐藤） 

▼2024 日音協ソング推薦曲決

定▼心文－知覧の空－（詩・曲＝

塚本茂子）▼No No War（詩・

曲＝桑野功）▼半径三メートル 

（詩・曲＝塚本茂子）▼応募曲集

は届いていますか。下記写真は、

総会において、推薦曲の紹介をす

る選考メンバーです。 （佐藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

12
／
６
（
５
２
８
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

【
参
加
者
】
か
お
る
さ
ん
、
ス
ー

さ
ん
、
守
屋
さ
ん
、
イ
サ
さ
ん
、

ゆ
き
さ
ん
、
周
平
さ
ん
、
鈴
木
さ

ん
、
達
哉
さ
ん
、
森 

 
計
９
名 

 

横
断
幕
や
ら
ラ
イ
ト
や
ら
の
準

備
に
手
間
取
っ
て
い
た
ら
、
ス
ー

さ
ん
が
先
に
歌
い
は
じ
め
た
。『
明

日
が
あ
る
』
の
替
え
歌
で
、「
明
日

が
な
い 

原
発
に
ゃ
明
日
は
な

い
」
と
歌
う
。
ま
だ
国
会
周
辺
が

賑
や
か
だ
っ
た
こ
ろ
に
誰
か
が
持

ち
込
ん
だ
歌
。
あ
の
頃
は
通
り
す

が
り
で
「
こ
れ
を
歌
っ
て
」
と
持

ち
込
ま
れ
た
り
、
１
曲
歌
わ
せ
て

と
歌
っ
て
い
っ
た
り
が
あ
た
り
ま

え
み
た
い
に
あ
っ
た
。
ス
ー
さ
ん

情
報
で
は
「
明
日
が
な
い
」
は
集

会
参
加
の
高
齢
の
女
性
が
呟
い
て 

い
た
の
を
、
歌
詞
に
し
た
と
か
。

同
じ
メ
ロ
デ
ィ
で
今
度
は
『
辺
野

古
へ
行
こ
う
』
を
歌
っ
た
。
こ
れ

は
辺
野
古
の
ゲ
ー
ト
前
歌
集
に
載

っ
て
い
る
。
現
地
で
歌
っ
て
い
る

ひ
と
が
創
っ
た
替
え
歌
。「
辺
野
古

へ
行
こ
う 

新
基
地
阻
止
し
よ

う
」
と
歌
う
。 

ス
ー
さ
ん
の
『
怒
り
の
こ
ぶ
し

を
あ
げ
よ
う
』
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

た
。
新
し
い
時
事
の
歌
詞
が
ど
ん

ど
ん
で
き
て
い
て
、
周
り
は
「
お

ー
！
」
と
合
い
の
手
を
入
れ
て
い

く
。
そ
の
歌
詞
に
も
な
っ
て
い
る

Ｇ
Ｘ
法
の
話
に
な
っ
た
。
岸
田
元

首
相
の
置
き
土
産
。
あ
の
人
は
、

し
れ
っ
と
色
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を

決
め
て
い
っ
た
。
原
発
は
建
設
か

ら
40
年
ま
で
稼
働
、
例
外
的
延
長 

で
60
年
と
い
っ
て
い
た
が
、
停
止

期
間
は
算
入
し
な
い
の
だ
と
。
ひ

ど
い
理
屈
だ
。
動
か
さ
な
く
て
も

劣
化
は
進
む
の
に
、
時
が
止
ま
る

と
で
も
言
う
の
か
。
そ
し
て
そ
の

法
は
い
ま
だ
継
続
し
て
い
る
。
ス

ー
さ
ん
の
怒
り
の
こ
ぶ
し
は
上
が

り
っ
ぱ
な
し
。 

『
私
た
ち
の
暮
し
は
私
た
ち
が

決
め
る
』。
余
分
な
電
気
を
使
い
す

ぎ
だ
。
無
駄
遣
い
の
例
で
都
庁
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

が
出
た
。
何
億
も
の
金
を
無
用
な

飾
り
に
費
や
し
て
い
る
そ
の
下

に
、
炊
き
出
し
に
並
ぶ
人
の
列
が

あ
る
の
だ
。 

『
水
に
流
す
な
』
を
歌
っ
て
、

本
当
に
恥
ず
か
し
い
よ
ね
、
世
界

に
恥
ず
か
し
い
よ
ね
、
と
言
っ
た

ら
ゆ
き
さ
ん
が
「
未
来
に
恥
ず
か

し
い
」
と
。
そ
こ
で
「
恥
ず
か
し

く
な
い
世
界
を
作
ろ
う
よ
」
と
歌

う
『
原
発
な
く
た
っ
て
』。
歌
は
ど

ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
く
。 

今
日
の
周
平
さ
ん
は
ま
た
新
し

い
楽
器
を
持
参
。『
ア
ン
デ
ス
』
と

い
う
、
見
た
目
は
幅
広
ピ
ア
ニ
カ
。

鍵
盤
が
あ
る
の
に
笛
の
音
が
出

る
。
ア
ン
デ
ス
と
ス
ラ
イ
ド
ホ
イ

ッ
ス
ル
で
か
わ
る
が
わ
る
笛
の
音

を
ひ
び
か
せ
て
い
る
。
元
気
な
う

ち
に
、
と
『
Ｄ
Ｏ
！
廃
炉
』。
20
日

の
原
発
い
ら
な
い
金
曜
行
動
で
は

こ
れ
を
歌
う
予
定
。
テ
ン
ポ
は
パ

カ
ラ
ッ
パ
カ
ラ
ッ
の
、
馬
の
駆
け

足
く
ら
い
と
確
認
。「
止
め
ろ
止
め

ろ
」
か
ら
速
く
な
り
が
ち
だ
よ
ね

と
注
意
し
て
歌
い
は
じ
め
る
。
私

た
ち
、
ち
ゃ
ん
と
上
手
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
清
美
さ
ん
の
リ
ク
エ

ス
ト
で
、
久
し
ぶ
り
に
『
あ
あ
福

島
』
も
歌
っ
た
。
達
哉
が
沖
縄
を

リ
ク
エ
ス
ト
。『
ジ
ュ
ゴ
ン
が
す
む

海
』
『
沖
縄
に
基
地
は
Ｎ
Ｏ
！
Ｎ

Ｏ
！
Ｎ
Ｏ
！
』。
米
軍
基
地
も
嫌
だ

け
ど
、
自
衛
隊
基
地
が
増
え
て
い

く
の
も
恐
ろ
し
い
。
石
垣
島
は
住

民
投
票
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
が
ん

ば
っ
た
の
に
、
握
り
潰
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
国
の
法
律
は
優
先

す
べ
き
も
の
が
違
う
。
だ
か
ら
『
私

た
ち
は
許
さ
な
い
』
に
力
が
こ
も

る
。
最
後
の
一
曲
は
韓
国
を
歌
い

た
い
、
発
令
さ
れ
た
戒
厳
令
に
、

立
ち
上
が
っ
た
人
々
に
連
帯
。
共

通
で
知
っ
て
い
る
歌
が
な
く
て
、

『
声
よ
集
ま
れ
歌
と
な
れ
』
を
歌

っ
た
。
闘
う
ひ
と
た
ち
が
切
り
離

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
連
帯
は
ち
ゃ

ん
と
示
し
て
い
こ
う
。  

 


